
第1章 筑波大学生の生活意識の構造  

本学の学生のスポーツ生活，余暇生活，正課体育への姿勢などを分析するに際し，学生の廿肝畑  

清における生活意識や生きがい感について調査をすることは肝要な基礎的作業であると思われる。  

なぜならば，このような生活価値意識や生きがい充実感はスポーツ，余暇活動正課体育の「珊えJ  

に大きく影響を及ぼすと考えられるからである。   

本尊の概略は以下の通りである。   

① スポーツ動機に関与すると考えられるD．S．パット女史のだ論フレームに従って仁木学の   

学生の社会意識の構造を把握する。   
㊤ 本学の学生の生きがい充実感がどの程度の水準にあるかを肥える。   

㊥ その生きがい充実度に影轡すると考えられる生きがいを求める欲求毛神谷美恵子の理論フレ  

ームに従って分析する。   

本章では，このような社会的価値意識や生きがい充実度の観点から，本学の学生の生活意識のl川  

適点雇明確にし．それに対してiE裸体宵ではいかに対処すべきかという点について何らかの睨Hか  

できうればと企図している。また，第3黄で扱う「生きがい充実度とスポーツ動機」に基礎的データ  

を撲示することも本章の大きな目的のmlつである。   

第1飾 筑波大学生の社会意識の横道   

本節では本学の学生が日常生活においてどのような祉金的価値を重視しているかを明らかにし．  

学生のスポーツ実晩 余暇活動などの背景を探ろうと試みた。   

§】．社会的価値の項目設定   

本調査では社会的価値として選定したQ8の17項目はD．S．バットのスポーツの動機づけ肌糾こ  

兢づいて設定した。彼女のスポーツの動機づけ理論の概略は図1に示す通りである（往1）。   

この駄緋細からすると，スポーツの動機づけに対する二次的酎ヒ要素はスポーツの報酬であり．  

それは内面的報酬と外面的報酬とに大別されている。彼女のこの瑚論フレームは．スポーツ実践化  

移行する際に一つの大きな動機づけとしてスポーツの報酬を位置づけている点に特徴がある。こ〃）  

ような報酬を日常生宿における社会的碓値意識として問うことによって，本学の学生のスポーツ黒  

践の深層を明確にすることが可能であろう。   

ワーディングに関しては少々問題が残されたが，Q8では外面的報酬としての社会的価値感摘査  

問う項目として次の7項目を設定した。   

① 国民の平均以上の所得をあげること   

㊥ 社会的に認められている地位を得ること   

⑨ 自分の能力が櫻の中に認められること   

④ 人の役立つ人間になること   

⑥ 人に尊ばれる人間になること  
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⑥ たえず自分の地位を高めること  

（診 人に尊敬されるようにすること  

内面的報酬としては次のl〔）項目を設定した。   

① 内面的充実感を得ること   

⑳ たえず努力を続けること   

㊥ 向上心を失わないこと   

④ 責びや悲しみを友人と共感し合うこと   

① グループでものどとをやり遂げるようとする乙と   

⑥ 自分の能力の限界に挑戟すること   

⑦ 友情をはぐくみ合うこと   

㊥ 生きる自身を持つこと   

㊥ 人生の厳しさに耐える力をつけること   

⑩ 建設的な感度を身につけること  

図1 スポーツにおける動機要因  

動機づけのレベル  

l．生物的動機づけ  

2，心理的動機づけ  

3．社会的動機づけ  

4．動機づけとLて   

の2次的酎ヒ  

スポーツlこおける動機づけは二つの主要な源泉一生物的動機づけとスポーツ  
体制を通じて得られる強化一から発ている。心理的動機づけは，攻撃仏 神径  
症的葛藤および能力という3つの基本的エネルギー・モデルに表わされている。  
実線と点線はその後の結びつきの強弱を表わす。攻撃性と神経症的葛藤は，藁  
争という社会的動機づけに至る可能性がきわめて頗い。協調に至る可能性は薄  
い。鼓争志向型の者も協調志向型の者もスポーツの漁化によって影響を受ける。  
外面的報酬は塊争志向脚ことって，内面的報酬は協調型にとって．きわめて重  
要である。   

表1ほ以上のQ8の17項目について国民一般に実施した洞査テ」夕を因子分析にかけた結果である（洗2）。  
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衷ユ 社会的価値意識に関する園子負荷行列表（回転後）  

A一外面的  
B一内面的  

ファククー1  ファクター 2  ファクター 3  ファククー 4  ファクター  

A  ミ エ  B 協  調  B′自 己啓発  8■前向き姿勢  A′奉仕柵手   

個  有  値  2．23922   2．01820   1．83076   1．73958   1．70366   
寄  与  率  19，83037  17．87308  16．213いl  15．40558  15．08756   
果 櫓 寄 与 率  Ⅰ9．83037  37．70344  53．9165g  69．32217  84．40973   
1所 得 平 均  －0．53808  

2 社会的地位  －0．81343  
3  能  力   －0．69841  

4 人に役立つ  －0，7361g   

5 人に音ばれる  －0．77259   

6 地位を高める  －0．68165  

7内面の充実  －0．55334  

L生杢旦ヱ季旦力  －0．56352  

9人に尊敬される  

10向上心  －0．70062  

11友人と 共感  －0．62897  

12 グループでやる  －0．74540  

13 頗界に挑戦  －0．50085  

14 友情をはぐくむ  －0．61777  

15 生き る 自身  －0．70785  

16 人生に耐える  －0．75673  

17 建設的儲度  －0．55467  

この因子負荷行列表によれば，外面的報酬はファクター1（ミエ），5（奉仕精神）の2グル・d  

プに，内面的報酬はファクター2（協調仇 3（自己啓発），4（前向き姿勢）の3グループに分珊  

されることがわかる。このことから，外面的報酬としての項目「人に尊敬されるようにすること．」  

を除き，質問のワーディングはD．S．パット女史の理論に沿っているということができよう。   

バット女史の理論フレームによれば，外面的報酬に重きを置く社会的価値意識は競争志向型のス  

ポーツ動機を，内面的報酬にウエートを置いた社会的価値意識は協調志向型のスポーツ動機をそれ  

ぞれ強化するということになる。本学の学生の社会的価値意識がこの内面的報帆 外面的報酬のい  

ずれにウエートが置かれたものかを知ることによって．学生のスポーツ動機の強化要因の方l肯腫知  

ることができる。  

§2．筑波大学生の社会意識の一般傾向   

図表2は本学学生の一般学生男女および体育専門学生男女，国民一般男女別に一般傾向を図示し  

たものである。  

－ 9 －   



図表2 社会的価値意識重視の学年推移及び体育専門学生・匝」民…般との比較   

一般男子学生  一般女子学生  一般 学生   体育専門 学 生   （滑諷  

1年  2年  3年  4年  1年  2年  Jlト  4隼  男子  女子  舅子  女子  男子  女子   

1所 得 平 均  傘  ＊  

2 社会的地位  串  

3  能  力  ＊＊  ＊  ＊＊  ＊＊  ＊＊  十  ＊  ヰ＊  ＊  ＊＊  ＊  ＊  

（串40％以下，＊60鬼台，＊＊70％台．1＊柏0％台，＊＊朝粥0％台）   

まずこの図表からいえることは，本学の学生は全体的に外面的報酬に関わる社会的価値をあまり  

重視せず．内面的報酬に関わる礼金的価値に重きを牒いていることである。   

この図表からはあまり明確ではないが，学年が進行するにつれて，一般学生男女間に差が生ずる  

社会的価値にはあるまとまりがみられる。男子学生では，「ミエ型」の社会的価値が学年進行に伴  

い，重視する割合が高くなる。他方 女子学生では逆に低くなっていく。また，女子学生では「奉  

仕型」「脇調製」の社会的価値重視度が高くなり，逆に男子学生では低くなっている。男子学生は，  

4年生になると，社会人としての価値意識に志向し，女子学生は，女性らしさ，やさしさ，奉仕精  

札友情などの価値を強く志向するようになることがうかがえる。また，学生が進行するに伴って．  

「自己啓発型」の価値意熟ま除々に割合が低くなっていく。これは，学年が遊行するにつれて．初  

期の高資な理想も除々にあきらめに変っていくと解釈できよう。内面的報酬に関わる「前向きの姿  

勢」は男女とも経じて高い重視度を示し，学年が進行するにつれてあまり変化はみられない。   

一般学生の男女間の差としては，男子学生が外面的報酬に対して機極的志向を示しているが，女  

子学生は内面的報酬を重視していることがあげられる。つまり，女子学生は「人間関係を大切にし，  

自己の内的充実・向上心．前向きの姿勢を失わず，かつ他人に奉仕する精神に富んでいる」といえ  
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る。   

一般学生と体育専門学生とを比較してみるならば，一般学生は外的に認められる志向ととも  

に自己の内的能力（前向きの姿勢）を人切にする郎】がみられ 体育専門学生は「人間側係」  

を重視し，かつ「自己の能力にチャレンジする精神」に富むといえよう。   

参考までに国民一般のデータと比較してみた。一般男子学生は国民一般よりもより「内的充  

実感」を大跡こしている。また，一般女子学生は「内面的白身」「向上心」などの価値を大切  

にし，かつ「友情をはぐくみ合い」社会的にも自己の内的能力が評価されることを望んでいる。   

以上の結果から，一般学生を対象としている正課体育のカリキュラムでは協調志向型に結び  

つくスポーツを選択させるようなガイダンスが必要であろう。とくに，人間関係を重視した11三  

課体育指導の必要があると思われる。また，体育専門学生と比較したことからも明らかなよう  

に，自己の恍力の限界にチャレンジする精神はスポーツ経験が豊かになれば可能となると想わ  

れるため，その方向を含めた正課体育のあり方を探る必姿があろう。そのような正課体帝の〟  

向から，協調と競争の両志向が獅l】のとれたスポーツの動機づけが可能になると思われる。   

§3・社会的価値の類縁関係   

次に，前述した17項目に対する祉全的価値意識の難縁関係を検討してみた。本学の学生の社  

会的意識の構造を分析するに当って，このような社会的価値の重視傾向に何らかのまとまりが  

あることを仮定として，林の数蟄化理論皿ほ酎こよって計数化してみた。この数量化理論111軌は．  

質的データを量的データに変換することによって．変鼓の特性や頬緑関係を明らかにする分析  

モデルである。それゆえ，本学の学生の社会的価値重視傾向の類縁関係を明らかにする傑には  

有効な分析手法であるといえる。ここでは数畠化理論Ⅲ現によって17項目の社会的価値を2次  

元空間（平面）に布置して社会的価値空間を決定するとともに，各々の社会的価値重視度の別  

線楓係を明備にするという方法をとっている。その結果は図3ほ示した通りである。   

図3では，一般学生の場合にはⅠ紬を「内的認知∴外的認知軸」Ⅱ軸を「内向性一外向性柚」  

と名づけ．社会的価値を前述した因子分析における5類型のファクタ一に対応して「自己顧允  

型」「ミエ型」「協調型J「奉仕型」「前進型」の5煩型に類別した。体育専門学生の場合，1，  

Ⅱ軸lでは税別できなかったため，仇 Ⅴ紬をそれぞれ「内的認知卜外的認知軸」「内向軋一外  

向性柚」とした。   

この閲によると．一般男子学生の社会的価値重視度の規緑関係は先に示した因子分析による  

5芙紺」に対応しており，国民一般と同じ傾向をもっていることが明らかである。すなわち，礼金  

的価値意識が5頬型に非常に明確に構成されていると結論づけることができる。一般女子草月ミ  

はあまり明附こ5紙型に類別できないが．外面的報酬と内面的報酬との類別は可能である。・・  

方，体育専門学生の場合には，I，Ⅲ軸段階の社会的価値空間において全く類縁関係がみられ  

ず，札 Ⅴ仙段階でようやく掛、放線関係がみられた。この乙とから，体育専門学生の祉金的  

価値観は非常に中性的であると結論づけることができる。  
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図3 社会的価値空間  
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4．体育専門女子学生  

50   ヰロ  ー30  －20  1（】  0   ・10  十20  ＋30  十40  十弧  
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§4．協調志向型のスポーツの動機づけ   

本節では本学の草生の社会的価値意識の構造を探ってきたが，以上の結果から明白なように，一  

般学生の場合，社会的価値意識が内面的倒ほ札 外面的報酬に対して明確に構成されている。また，  

内面的報酬を重視している傾向とも合せて結論するならば，正課体育ではスポーツの動機づけをし  

やすいということが指摘できよう。つまり，一般学生の場合，スポーツに対して兢号†志向型の動機  

づけを目指してもあまり正課体育の効果はあがらず，協調志向型のスポーツの動機づけを優先する  

ことの方が効果が大であるといえよう。   

第2節 筑波大学生の生きがい充実度   

本学の学生が日常どの程度生きがいを感じているかを知ることは，学生の学業生γ乱 スポーツ生  

7乱 余暇生温 人間関係などを知るための有効な基礎的資料となろう。正課体育においても一般学  

生の余暇生活の活発化 生班スポーツへの志l司などを目指すに当って，学生の生きがい充実度の水  

準を把握しておくことは重要なことである。正課体育のみで学生の日常生活全体の生きがいを高め  

ることは不可能なことではある。しかしながら．このような生きがい充実肢の水準に関する資料は．  

ガイダンス，体得理論講義などのサービスをする上で．パックデー タとして十分利用でさるもので  

あり．また，利用する必要があると思われる。   

そのために．本学の学生の生きがいがどの程度充実しているかを知る乙とを目的として，7段階  

評価の自己申告の質問巷設定した（Q9）。結賂は図4に示す通りである。  

図4 生きがい充実  
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Q9 現在，あなたは，あなたの揖   
宿lこ全体として生きがいや充失   

感をどの程度感じていますかり   

この図から，国民一般のデ仙夕がi■E規分布しているのに対し，本学の学生の生きがい感は2碩化  

している点に大きな特徴がみられる。そのために「生きがいなし」と答えた割合が高くなっている‖  

本学の一般学生が生きがい感に欠けている傾l邸こついては別の調森に譲らねばならないが，何らか  

の教育的配慮が必要とされることは掛、えない′）正課体育においても，この点を考慮した学生摘噂  

が肝要である。   

一般学生の男女間の生きがい感の差についてみると，「充実感あり」と答えた割合は男子学虫が  

42．4％，女子学生52．ユ％である（注3）。川山方．「充実感なし」と答えた割合は男子学生が45．4弼  

女子が38．2％であり，一般女子学生の方が生きが高いといえる。   

一般学生と体育専門学生とを比較してみると，「充実感あり」と答えた割合は体育専門女子学虹  

6d．1％，一般女子学生52．J％，体育専門男子学生49．8％，一般男子学生42．4％である。－〟，  

「充実感尤し」と答えた割合は休帝専門女子学生25．6乳一般女子学生38．2動 体育専門男子準貼  

33．6％，一般男子学生45，4％である。つまり，一般学生よりも体育専門学生の方が生きがい充  

実度が高いといえる。また．男子学生よりも女子学生の方が総じて生きがい充実度が高いこともう  

かがえる。   

参考までに国民一般の10代男女，20代男女，および学生のデー＝夕と比較すると表2のようにな－・  

ている。  

去2 一般学生，体育専門学生．国民一般の比較  

体専女子  ーー・般女子  体専男子  一般男子  20代女子  20代男子  10代男子  10代女子  学批う   

充実感あり  64．1％  52．】  49β  42．4  49．0  45．6  41．3  40．3  匹   

充実感なし  25．6   38．2  33．6  45．4  35．6  33．6  36．8  35．6  37   

得 点 化  462．5い  417．5  429．4  386．4  424、6  418．4  392．6  407．7  402   
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この衷ではちなみに，7段階尺度に対応して生きがい充実度を得点化してみた。「非常に充実感  

あり」に7息「かなり充実感あり」6点‥‥・l非常に充実感が欠如している」1点の得点を与え，  

それに百分率を乗ずるという方法をとった。この方法で得点化してみると，体育碩門学生は男女と  

も高い生きがい充実度を示しており．一般男子学生は生きがい感に欠けていることがより一層明確  

になった。体育専門学生の生きがい感が高い原因は詳細な調査を待たねばならないが，日常的なス  

ポ【ツ活動が朗係している可能性は大いに考えられる。また，国民一般の中の学生の得点と比較す  

るならば，本学の学生の生きがい充実度は，一般男子学生を除き，国民の水準以上にあることがわ  

かる。   

第ユ卵 生きがいを求める7つの欲求  

§T．神谷美恵子の「生きがい」   

生きがいの問題を検討するには神谷美感子の生きがい論が有効な手掛りになると思われる。なぜ  

ならば，女史の「生きがいについて」は日本人の間で最もひろく統まれた著曹であり、「生きがい  

ブーム」の時代においても最も影響を及ぼしたものとされているからである。女子は生きがいを求  

める欲求として，これで凡てではないし個人差もあるとしながらも，次の7つの欲求をあげている。  

また，この生きがいを求める欲求に対応して、生きがいの対象として次の7つの領域をあげている  

（注4）。   

① 生存充実感への欲求一 最も基本的な欲求であるとされ，審美的観照．あそぴ．スポーツ．  

趣味的痛勤，日常生活のささやかなよろこび。   

㊥ 変化への欲求岬学問，旅行 登山，冒険，収集活動など。生存充実感の欲求と密接につ  

ながっている。   

⑨ 未来性への欲求一 種々甘生活冒棲．夢，野心など。変化への欲求が導くものであり，こ  

れらの生が新しい発展呑もたらすであろうと期待するもの。   

④ 反撃への欲求一 共感や友情や愛の交挽．優越や支配によって他人から尊敬や服従をうけ  

ること，服従と奉仕によって他人から必要とされること。   

㊥ 自由への欲求一一－ ①の生存充実感の欲求をみたすものの他，スター的存在も含まれる。   

⑥ 自己実現の欲求一 個性的な生きがいが凡て含まれる。文化 芸術．料理など独自性を精  

びる可能性のあるもの。   

⑦ 意味と価値への欲求－⑥の自己実現の欲求と密に開運し．自分の存在意義の感じられる  

ような仕事や使命，真・善・美・塑の領域である。   

以上あげた神谷の生きがい論のフレームに従って，日本人の生きがいの構造が社会調査によって  

肥えられている（庄5）。この調査では，7つの欲求について質問する顔に回答者のホンネが出や  

すいように，ワーディングに配慮がなされている。その結熟．「生存充実感への欲求」は「平和な  

家庭生活を求める心」に，「反響への欲求」は「人間関係を大切にする心」に，「意味と価偶への  

欲求」は「永遠なものを求める心」に，それぞれ変換されている。このような点を考慮して本調査  
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では さらに「生存充実感への欲求」を「平和な学生生活を求める心」に変更して質問している0   

§2．筑波大学生の一般傾頂  

上述した7つの生きがいを求める欲求に対して．その大切度と満足度を質問（QlO）した結果を  

図5に示した。  

図5 生きがいを求める7つの欲求の一般傾向  

長 銀 大 所 大 鶴 大 輔 大 鶴  明 星 切 見 切 坦 切 見 切 尽  人 虎 人 臆 入 札 人 ■ 上鞘  
切J上 ∽ 足 切 迫 馴 疋 切 疋  

・．■・11▲ll1l一■  
りノ疋 リJJJ Uj U リ】】已 Ⅵ 昆   

（※ 学生一般については「平   

和な家庭生活を求める心」   
というワーディングで質問   
している）  

、－†、■、．－∵■、■  

人 弘 大 鵡 人 ホ 大 鶴 人 鶴  切 兄 Ⅵ 蚊 切 侵 切 堤 切 尼  人 魂 人 鏑 人 鶴 人 鵡 人 ヰ  Ⅶ 疋リ〕疋 切 虻 Ⅵ 臆 Ⅵ 屁  大 鶴 大 嶋 火 縄 火 ■ 人 鏑  
切 堤 Ⅵ 昆 切l∠ Ⅵ叫已 tl」   
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一般学生の男女間の差違について検討するならば，女子学生の方が「平柑で人間関係を大切にし  

た生括を送り．かつ生酒変化を求めている」といえよう。   

一般学生と体育専門学生とを比較してみると，一般男子学生は「自由を求め，自己を表現する心  

を大切にし，かつ満足している」割合が高くなる。体育酎隅子学生は「人間関係を大切にし・か  

っ満足している」割合が高くなっている。一般女子学生は「生活に変化を求め，自由を求める心」  

の割合が僅かに高くなり．体育専門女子学生は「自分を表現し，人間関係を大切にし・未来に期待  

している」割合が高くなっている。   

以上の結果から，一般的傾向としては，一般学生は＝∃山」「変化」「自己表現」する心を大切に  

しており．体育専門学生は「人間関係」を大切にしている傾向が僅かながらうかがえる。体育専門  

学生についてはスポーツのクラブ肘I皮が反映したものとも思われる。   

国民一般の調査と比較するならば，本学の学生の特徴として「生活変化の欲求」の大切度が高い  

ことがあげられる。その欲求に対する満足度が低いことから推測するならば，建殻途上期の筑披研  

究学園都市の生活環境が大きく影響していると考えることができる，，国民一般の方が本学の学生よ  

りも重視している欲求として，「未来に期待する心」「自由を求める心」があげられる。正課体育で  

は．一般学生のこのような生きがいを求める欲求とのl凋係から，特にl‾生活変化の欲求」が満たさ  

れるような．スポーツ・ライフの計画イヒなどの面の指導をも目指すことが肝要である。  

第4節 生きがい充実度と生きがいを求める7つの欲求   

本節では第2，第3節で分析してきた生きがい充実度と生きがいを求める7つの欲求との関係を  

明らかにすることを目的としている。そのための分析の方法として，多変鼓解析の手法を用いた。   

§1．生きがい充実度と生きがいを求める欲求との関係   

まず，生きがい充実度と生きがいを求める欲求との関係について検討してみよう。神谷美恵子の  

生きがいを求める7つの欲求と生きがい充実度との関係は図6のように表わされよう（注6）0  

岡6 7つの欲求が生きがい充実度に与える影響   

この図によると，各領域での満足度の高まりは凡て生きがい充実度巷高めるということになる○  

この仮説に対し，本学の学生の生きがい充実度と7つの欲求の満足度との関係を林の教皇化理論Ⅰ  

煩（別名要因分析）によって計量的に分析してみた（一般学生男ぬ 体育専門学生男女の計4通り。  
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サンプルを抽出して数量化した）。ここでは生きがい充実度を説明される変量，生きがいを求める  

7つの欲求のうちで満たされていると答えたものを説明変立としている。このように数億化脚部＝  

類を用いて計農的に分析することによって，各欲求領域が仮説通りに生きがい充実度に対してプラ  

スに影響しているか否か，また，影響しているとすればその割合はどれくらいかを知ることができ  

る。  

§2．要因分析措果  

林の数蟄化理論1類で分析した結果は表3に示す通りである。  

衷3 要因分析結果表1  

（一般男子学d三）  

ア  イ  テ  ム   カ テ ゴ リ ー   ∬ － ∬   レンジl脚化t諺）  

1．全く満たされていない  －0．65893   

ト・ 1苫丑ミな単相絶求め  7．7  
4．まあ繍たされている   0．15654  
5、十分満たされている   0，00061   

‾0．97374  
‾0．15902  

同上  0．11689  2．33483  22．2  
4．  0．28931  
5．  1．36】09   

1、  －0．90016  
2．  －0．35264  

3．未来に期待する心  3、 2．廷活に変化を求める心  n 田 3．  同上  0．04546  2．07dO3  j9．7  
4．  1．17387  
5．  0．68344  

1，   －0．6857Ⅰ   
2．  

4．人間関係を大宅別こする     3． 
心  同上  ユ．9…8 18．1  

4、   －0．01015  
5．   1．22317  

1．  －0．04034  
2．  0．17316  

5．自由を求める心  3． 同上  －0．03159  6．8   
4．  0．02775  
5．  －0．53830   

1．  －0．75305  
2．  －0．j∂873  

6．自分を表現する心  3． 同上  0．08044  10．8  
015444   
0，38061   

－0．36167  
0．06802  

－0．01125  14．7  
0．55675  

－0．98918   

10．52426  100．0   
4  

N＝300 垂相関係数R O．6250g  
寄与率または決定係数R2 0．39074  
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要因分析結果表 2  

（一般女子学生）  

ア  イ  テ  ム   カ テ ゴ リ ー   ∬ － 膏   レ ン ジ  標準化（％）   

1．全く満たされていない  

1．平紬な学生生酒を求め  る心   2．あまり満たされていない 3．どちらともいえない  0．00845  2．84g80   30．0   
4．まあ満たされている  0．024了9  
5．十分満たされている   0．43398  

1．  －0．95248  
2．  －0．40277  

2．生活に変化を求める心    3． 同上  0．06689  1．67804   17，7   
4．  0．72556  
5．  0．49524  

1．  －0．6727g  
2．  －0．28202  

3．未来に期待する心  3． 同上  仇1333了  2．23731   23．6   
4．  0．45172  
5．  l．56452  

1．  0，O1463  
－0．24722  

4．人間関係を大切にする   2． 3  同上  －0．01910   0月0251   3．2   
4. 0．055BO  
5．  －0．08692   

1．  0．16492  
2．  0．12937  

5．自由を求める心  3． 同上  －0．03853  5．4   
4．  －0．11916  
5．  0．39660   

0．61558  
2．  －0．23a97  

6，自分を表現する心   3． 同上  －・0．02129  g．0   
4．  0．38280  
5．  0．18015   

l．   －0．52214  
－0．16771  

7．永遠なものを求める心    3． 同上  0，02782  1．05889   11．2  
4．  0．53865  
5．  －0．11055  

9．49167  100．0   

N＝300  垂相関係数R O．60118  
寄与率または決定係数R2 0，36142  
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要因分析結果表 3  

（体育専門男子学±tり  

ア  イ  テ ム   カ テ ゴリ ー   ∫ ＋ 丁   レ ン ジ  標準化（雅   

1．全く満たされていない  
1．三拝和な学生吐活を求め   

る心  3．どららともいえない  －0．12578  9．8   
4．まあ満たされている  0．23253  
5．十分満たされている   －0．ユ0938   

－0．91369  
2．  －0．01261  

2，生耐こ変化を求める心   同上  0．19365  22．5   
0．13154  

5．  0．99gO6   

1．  －0．37659  
2．  －0．56990  

3．未来に期待する心  3． 同上  0．17230  16．l   
4．  0．80380  
5．  0．36775   

－0．77634  
－0，24446  

4．人聞関係を大切にする   同上  O12297  1．61373   19．0   
4. 0．04682  
5．  0．83738   

1．  0，06281  
2．  ‾0．05890  

5．自由を求める心  3． 同上  0．D5823  2．7   
4．  －0．03268  
5．  －0．＝；779   

1．  1．57627  
2．  －0．19936  

6．自分を表現する心  3． 同上  －0．12214  20．0   
孔  0．26594  
5．  0．48136   

－0．22858  
2. 0．01233  

7．永遠なものを求める心   同上  0．‖640  g．l  
4．  －0．27277  
5．  －0．85497   

8．51551  100．0   

N＝300  垂相関係数R O．55864  

寄与率または決定係数R2 0．31208  
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要因分析結果表：4  

（体育専門女子学生）  

ア  イ  テ ム   カ テ ゴ リ ¶   J 一 苫   レ ン ジ  標準化（％）   

1．全く満たされていない  0．09870  

るJL、  3．どちらともいえない  li仁和な学畳三生活を求め     2．あまり満たされていない   乱7   

4．まあ満たされている  0．ユ3328  
5，十分満たされている  1．16282   

1．  ーユ．38370  
一札23977  

2・生活に変化を求める心    3． 同上  0．16974  12．4   
4．  0．87288  
5．  1．73207   

1．  －1．70696  
2．  －0．48531  

3．未来に瑚持する心  3． 同上  0．15064  14．8   
4．  0．20246  
5．  2．01J171   

嶋3．55274  
0．57了42  

4・人ほⅢ姻係を大切にする   同上  002557  3．7163－l   14．8   
4  0．09580  
5．  0．16360   

0，06868  
2．  0．34201  

5．自由を求める心   3． 同上  －0．11138  8．3   
0．16289  

4． l5・  

－1．75121   

1．59016  
0．12535  

6，掟I分を・表現する心   同上  －0．26374  24．3   
0．25933  

－4．52044   

ユ．51088  
－0．88292  

0．0427】  4．17265   16．6   
0．05113  ほ  2．66177  

弓  25．10729  100．0   

N＝114  垂相朋係数R O．70745  
寄与率または決定係数R2 0．50048   

表3の要因分析結果表によると，一般学生の男女，体育専門学生の男女とも．山部を除いて，各  

領域帆の満足の度合いが高くなるにつれて生きがい充実度に対して7qラスに影響するという傾向が  

みられ．」二述した仮説がある程度説明されている（表の見方について，ズー膏の符号がプラスかマ  

イナスかで影響のしかたがうかがえる）。   

生きがい充実度にどの欲求領域がどのくらい影響を与えているかについて検討してみると．一般  

学生男女，体育専門学生男女間には差がみられる。この影響度は各欲求間のインパクト（スコア）  

の最大と最少の羞（レンジ）が大さいはど高いということになる。このレンジを標準化し百分率で  

ー22－   



影響度を示したものが図7である。  

図7 7つの欲求が生きがいに与える影響度  

0  25  50％  
0  25  50％   

（レンジ）鹿常（％）  
ll・州・‖〟l一般町子学生  

【：：：：：＝コ ーゆJ｛ト半り－  

一 体育辟門ヲ】子学年  
【≡：≡：ヨ 極曹塵門女子学年  

5．白  1．平相な単性璧活  

2．壁 通 変 化  6．自 己 愛 現  

3．よ架に 朋侍  7永遠 な も の  

4，人 聞 関 係  

図7より生きがい充実度に影響を強く及ぼしているものの順は，一般男子学生では，「生活変化」  

「未来に期待」「人間関係」の欲求の順であり，一般女子学生は「平和な学生生活」「未来に期待」  

「生活変化」の欲求の岨体育専門男子学生の場合には，「生活変化」「自己表現」「人間関係」の欲  

求の艦 体育専門女子学生では「自己表現」「永遠なもの」「未来に期待」「人間関係」の欲求の順  

である。   

一般男子学生と体育専門男子学生との差として「自己表現する欲求」があげられる。これをスポ  

ーツを介する満足度として短絡的に読み取ることは危険であるが，「人間関係を大切にする欲求」  

の満足度と生きがい充実度との関係からみても，チーム・スポーツの要因が生きがい充実度に影響  

を及ぼしているとみてもさしつかえないであろう。以上の結果から，正課体育ではスポーツを通し  

て自己を表現する場を設定し，特にチーム・スポーツを教材とすることによって人間関係を豊かに  

する方向を重視する必要があるといえよう。また，一一般学生の場合，男女とも「生活変化」「未来  

に期待する」欲求の項目の生きがい充実度に対する影響度が高い。このため，一般学生は日常生活  

における変化，生活の向上という面を強く求めていると解釈することができる。  

第5節 まとめ   

正課体育では一般学生を対象としているため，本節では…般学生のみに限定してまとめることに  

したい。  
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① 策1節でみたように，本学の一般学生の社会意識の構造は外面的報酬よりも内面的報酬匿  

重きを置いていること，社会的価値空間も明確であることが明らかになった。この結果から・競争  

志向型のスポーツ指導よりも臨調志向型のスポーツ指貌が可能であることが示唆された。iE課体育  

では，特に人間関係を重視したチームプレーの出来る機会を多くする指導が必要とされよう。その  

ためにはl一例をあげるならば，集中コースを利用した典同生活の機会を設けることなどが考えら  

れる。   

㊨ 第2師からは，本学の一般学生の生きがい感は「生きがいあり」と「生きがいなし」の2梅  

化の傾向があることが明らかになった。さらに，男子学生よりも女子学生の方が生きがい感が高い  

ことも明らかであった。体育専門学生の生きがい充実度が高いという絶果も合せて解釈するならば，  

何らかのスポーツ括動を日常生活，長期休暇に定着させて，スポーツを通して集団としてプレーす  

る方法が生きがい充実度を高める可能性を百しているのではないかと推測できる。ただし，国民一  

般と比較するならば．本学の学生は全体的に「■生きがいあり」の割合が高いため一 間題は少ないと  

も解釈できる。しかしながら，r生きがいなし」と回答したグループを「生きがいあり」の方向  

に移行させる方法は，正課体育のみでなく．本学全体をあげて取り細むべき今後の大きな課題であ  

る。   

⑳ 第3師から生きがいを求める7つの欲求のうち．本学の学生は「変化を求める心」を大切に  

しているがl満足度は低いということが明らかにされた。これを裏返すならば，筑波研究学園郡市  

の生活は単調であり，そこから脱却しようとする意欲は強いが，それが満たされていないと解釈す  

ることができる。本学の学生の生活に変化を求める志向を正課体育のみで充たすことは難しく，そ  

のための一つの改善策として，学生の余暇生活．スポーツライフを充実させるための正課体育の理  

論講義，ガイダンスにも力を入れる必要があるように思われる。   

④ 第4節から本学の一般男子学生は．体育専門学生と比較して「自己表現」の生きがい充実度  

に対する影響度が低いことが新著である。女子のみに限ってみても「人間関係」「自己表現」を大  

切にし，かつ満足している割合が低い。以上の結果から．一般学生の生きがいを高めるには，人間  

関係を大切にするなかで自己を表現していく戟会を多くしていく必要がある。‘正課体育において，  

これに対応する具体的な授業展開は容易には提言できないが，このようなデータは十分検討する  

必要があると思われる。   

な払 第3章においてスポーツ動機と生きがい充実度との関係の詳細な分析がなされているので，  

そちらの結果とも合せて正課体育のあり方を模索していく必要もあろう。  

（往1） D．S．パット乱 浅田隆夫・松田義幸訳r文明としてのスポーツーーヒーローの心理学」日本経済新  

聞社1g78年，P．1】  

（江2）（財）余暇開発センター．「季節別余暇活動調査く及季編＞」1977年10月実施  

（注3） 7段階尺度のうち「非掛こ」十「かなり」＋「少しj充実感があると答えた割合である。一九l充  

実感点し」は「非常にJ＋「か揖りl十「少し」充実感に欠如して割合である。  
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（注4） 神谷美恵子r生きがいについて．」みすず書鼠1976年第21刷，P。39－69  

（注5） 余暇胸先センター解一日本人のレジャー粗放lダイヤモンド比1974iF，P．24J  

（注6） 同上 P．23  
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